
●熱中症に注意を！
　屋外では帽子の着用を習慣付けま
しょう。過度な日焼けの原因となる
強い紫外線から肌を守るため、日焼
け止めを使用するのもお勧めです。
また、飲み物を携帯し、こまめな水
分補給も忘れないでください。

●安全に楽しく
　自然の中でも、してはいけない事や
立ち入りが禁止されている場所があり
ます。規則やマナーを守りましょう。
大雨の後で増水した川は水位が高く、
流れも速くなり、落ちると命に関わる
ので近づいてはいけません。

●しっかりコミュニケーション
　子どもだけで、海や山、川など
で遊ぶときには、必ず行き先や帰
宅の予定時間、一緒に行く友達な
どの名前を知らせるように習慣付
けましょう。自転車で出掛けると
きは、交通ルールの確認を。

子どもの安全を守るために

　アサガオの芽が出てから、枯
れて種ができるまでを観察したこ
とはありますか？実は、たった１粒
の種からたくさんの新しい命がで
きるのです。１年草のアサガオの
不思議さが、色鮮やかな絵とと
もに紹介されています。
　この絵本を参考にして、皆さ
んも大切に育ててみてください。
後半に、１株のアサガオからと
れる種の絵のページがあります。
何粒あるか数えてみましょう。

　海中写真家の著者が、安全で
楽しい海との付き合い方を書い
ています。観察するときの服装
や道具、危険な生物などが、丁
寧に説明してあります。多数の
海中生物の美しい写真に、思わ
ず見入ってしまいます。
　著者は、海で魚や貝の姿を見
て自然と一体になれることが、
どんなに心と体をほぐしてくれ
るものか味わってほしいと語り
かけます。この夏、この本を参
考に海と親しんでみませんか。

　虫取り名人のおにいちゃんに
くっついて行ったぼく。おにい
ちゃんは家のそばの小さな茂み
で「よ～くみてみな」って言っ
た。かじられた葉っぱの裏を見
ると、小さいけれどきれいなイ
タドリハムシやアカガネサルハ
ムシ。石をひっくり返してみた
ら、走るのが速いアオオサムシ。
　普段気にしないような小さな
虫も知っているところが、さす
がおにいちゃんだ。ぼくとおに
いちゃんのように、身近な虫を
探しに行こう！

　久井町には数多くの野鳥が住
んでいます。この本には、現在見
られる約120種のうち代表的な
70種の野鳥の写真や大きさ、特
徴、声などが紹介されています。
　広報みはら平成26年３月号の
「キラリ☆発見！」コーナーにも
登場した著者によって、身近な
鳥から絶滅が危ぶまれる鳥まで
が、分かりやすく説明されてい
ます。野鳥に親しみ、その声に
耳を傾けて、鳥が住める環境を
守るために何をすべきか考えて
みませんか。

『あさがお』
荒井真紀／文・絵（金の星社）

『カラー版　海と親しもう　遊ぶ・観察する・学ぶ』
伊藤勝敏／著（岩波書店）

『むしとりにいこうよ！』　
はた こうしろう／作（ほるぷ出版） 『久井高原の野鳥』　岡田清孝／著・写真
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　私たちに新しい世界への扉を開いてくれる読書。特に、
自然や生き物についての本を読むことは、今までと違っ
た角度で身の周りの自然を見ることや、改めて生命の大
切さに気付くことにもつながります。見つけた生き物を
図鑑で調べれば、その特徴や生態をより詳しく知ること
もできます。
　図書館には、他にも自然の中での遊びや学習に役立つ
本がたくさんありますので、ぜひ利用してください。
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　海、山、川―。自然がぎゅっと詰まった宝箱のような三原
市。今月は、市内各所で自然や生き物、そして宇宙の不思
議にも触れられる行事やイベントが開催されます。親子で楽
しみながら、自然について考えてみませんか。

親子水辺教室

宇根山家族旅行村の
夏休み特別開村

すなみ海浜公園での海水浴

　水辺に住む生き物を採取・観察し、その種類などか
ら水の状態を調べます。
ところ　沼田川河川敷（本郷町船木）
対　象　小・中学生
※小学１・２年生は保護者同伴。
定　員　30人（申し込み先着順）
申 し込み　７月18日（金）（必着）までに郵送、ファク
スまたはEメールで①住所②名前③学年④電話番号
⑤行事名を生活環境課へ

　夏休み期間中、宇
根山家族旅行村を特
別に開村します。自
然観察の拠点として
利用してみてはいか
がですか。
施　設　オートサイト（車を横付けしてテントが張れ
るスペース）＝34区画、デイサイト（バーベキュー
かまど付き日帰りキャンプ用）＝30区画
利用料　１日1,050円（１泊２日2,100円）
※キャンプ用具を有料レンタル、ボールなど遊具を
無料貸し出しします。
申し込み先　生涯学習課（☎0848・64・2137）、宇根
山家族旅行村（☎0847・32・7891）

　小さな子どもも安全に海と触
れ合える海水浴場で、海を身近
に感じませんか。
問 すなみ海浜公園管理棟（期間中のみ☎0848・67・
0277）、三原観光協会（☎0848・63・1481）

８月３日（日）９時30分～11時30分

7月20日（日）～８月31日（日）の金・土・日曜日、
8月11日（月）～14日（木）

7月12日（土）～８月31日（日）9時～17時

7日（月）18時～22時

12日（土）13時30分～15時

ところ　宇根山
天文台
内　容　織姫（ベ
ガ）・彦星（アル
タイル）の観望
とハーモニカ
コンサート
入館料　310円、中高生210円、小学生100円
※小学生未満は無料です。
問生涯学習課（☎0848・64・2137）

ところ　城町庁舎２階　大会議室
講　師　大阪大学大学院教授　寺
田 健太郎さん、小学校教育研究
会理科部会教員
対　象　小・中学生
定　員　40人（申し込み先着順）
※天文学講座は保護者も受講でき
ます。
申し込み先　生涯学習課（☎0848・64・2137）

7月23日（水）9時～15時

さざなみ探検＆海辺教室

ところ　さざなみ学校（幸崎久和喜）、有竜島周辺
内　容　練習船を使っての航海体験、
　　　　海辺教室
対　象　小学４年～中学３年生
※海辺教室は保護者も参加できます。
定　員　30人（申し込み先着順）
用意する物　昼食、飲み物
申 し込み　７月14日（月）（必着）までに、郵送、ファ
クスまたはEメールで①住所②名前③学年④電話番
号⑤行事名を生活環境課へ

特集 ── 自然から学ぼう

問生活環境課（〒723-8601港町三丁目5番1号☎0848・67・6194
　　　　　　　　　　　　　　　　■℻ 0848・67・6164 seikatsukankyo@city.mihara.hiroshima.jp）

問問い合わせ先

七夕観望会＆ハーモニカコンサート

もっと知りたい天文学講座＆
小学生科学研究相談

教
室
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事
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受講料無料

参加費無料

参加費無料


